
令和８年度 第２回 双葉小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

１ 開 催 日 時   令和８年６月 18日（木）14時 30分から 16時 30分 

２ 開 催 場 所   双葉小学校 会議室 

３ 出 席 委 員   平岡 廣二、河邉 忠一、大羽 恵子、木村 理、 

髙𣘺 功、井澤 利之、武田 信孝、服部 知里、中村 鮎香 

４ 欠 席 委 員   なし 

５ オブザーバー 加藤 晴康 (南部協働センター館長) 

６ 学校支援コーディネーター  岡野 真知 

７ 学 校   中村 憲司（校長）、磯部 真代（教頭）、齊藤 幸宏（教務主任） 

馬渕 康枝（ＣＳディレクター） 

８ 傍 聴 者   なし 

９ 会議録作成者  ＣＳディレクター 馬渕 康枝 

10 議長の選出 

司会の教頭から、議長の選出について委員に意見を求めたところ、服部委員を推挙す

る旨の発言があり、協議の結果、全員異議なくこれを承認した。 

11 協 議 事 項 

（１）年度初め学校評価結果を踏まえた今後の取組 

（２）ＣＳの取組を広げていくために 

12 会 議 記 録 

司会の教頭から、委員総数９人全員の出席があり、会議が成立している旨の報告があ

った。 

（１） 年度初め学校評価結果を踏まえた今後の取組 

議長の指示により、教頭から、別紙資料に基づき学校評価アンケートの結果について

説明があり、子供たちの学校生活での満足度がわかり、子供の取組を可視化して、一人

一人の良さや気付きを高めていくという話があった。 

委員からは、以下の発言があった。 

   ・[７]の、「学び方」は何通りもあるが、分かっているという評価は、宿題を自分で考

えたり自分に合った「学び方」ができたりするということか。（平岡委員） 

   ・どんな「学び方」が良いのか、日々の授業での取組を通して「学び方」を子供たち

が学んでいく。（河邉委員） 

   ・発達支援学級では、先生がきめ細かい連絡をしてくれて、子供に合った課題を出し

てくれるので、「学び方」が親もわかりやすい。（服部委員） 

   ・児童の評価の平均値が３以上になっていて、自己肯定感が高い。保護者と教員との

誤差があるが、本人はできていると思っている。（中村委員） 

   ・評価はそれぞれで、児童は過大評価する。保護者は辛く見ている。教員は相対的に

見ている。広範囲の質問なので、より良くしていくためには、数値が低い項目を問題

視していく。 

[７]の「学び方」が分からないということで、勉強の仕方を教えるのは難しいが、教

員のアドバイスで子供自身がこういう勉強をした方が良いと気付くようになったら素

晴らしい。 



   [９]は大事なことで、親の態度を子供は学習している。家庭でも子供の話を聞くこと

で、子供の優しさにつながる。(武田委員) 

   ・[７]の「学び方」は、大人になっても難しいことだと思う。(井澤委員) 

   ・[７]の児童と保護者・教員の評価の差が気になる。どのように導いていくのが良い

のか。(髙𣘺委員) 

   ・アンケートの内容が分かりやすくなった。先生方が手ごたえを感じていたら良い。 

   それぞれの評価で数値の差はある。全員にケアをするのは難しいが、三者面談を使っ

て話をして、アンケートごとにステップアップできれば良い。(木村委員) 

   ・[１]の子供が学校に行きたいと思えることが大事で、[７]は基礎学力ができている

ことが土台になる。まずは体も心も丈夫であることが大事になる。(大羽委員) 

   ・[７]はグランドデザインにも、「授業では、自分で決めたことを進んで学習する」と

あるが、教員が子供に課題設定をして、課題に沿って自分なりの学びを見付ける。そ

れぞれの子供の「学び方」があって良い。(河邉委員) 

 

（２） ＣＳの取組を広げていくために 

   議長の指示により、教頭から、学校運営協議会の自己目標の実現へ向けて説明があっ

た。委員からは、以下の発言があった。 

   ・ＣＳだよりの作成実現を目標にしているが、ブログとダブる内容になってしまうの 

   ではないか。(木村委員) 

   →ＣＳだよりとブログは違う。ボランティアの感想を入れて、「みなさんもどうです

か？」というような内容を入れたり、協議会の熟議の内容を保護者に伝えたりする等

の内容を入れても良い。(校長) 

   ・今はどれくらいの人がインターネットにつながっているのか？つながっていない人

にも紙で伝えられたら良い。(平岡委員) 

   ・ボランティアに参加していろいろ見えたこともあるので、そういう内容をＣＳだよ   

   りに載せてボランティアに参加していただく。(服部委員) 

   ・ボランティアの感想や前向きな意見を載せる。(大羽委員) 

       

13 報告事項 

   学校支援コーディネーターの岡野様から、ボランティア登録状況の報告と、５月まで

の活動報告があった。 

   オブザーバーの、南部協働センター所長の加藤様より、「まぜこぜマルシェ」の取組に

ついてや、協働センターに、学校と地域をつなぐボードを設置したこと等が伝えられた。 

 

 14 その他連絡事項等 

 司会から、次回会議は、令和８年７月 24(金) 13時 30分～16時 00分に２階学習室 

ほかで開催する旨の報告があった。 

 


